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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

わが国ではいわゆる先天性股関節脱臼は激減しており、歩行開始後に発見される診断遅

延例は稀である。しかし、歩行開始後に診断された股関節完全脱臼例の治療は難渋する。そ

の理由として、整復が容易ではないこと、征服後に臼蓋形成が不十分で骨盤骨切り術の併用

や追加を要することが挙げられる。 

当院では 1974 年より、広範囲展開法（田邊法）をオリジナルの観血的整復術（OR）式

として行ってきた。現在ではわが国で代表的手術法の一つとして認識されるようになった。

我々の施設では多施設に比べて追加手術を行うことが少なく、OR 単独治療での純粋な臼蓋

形成の経過を評価することが可能である。当院で OR のみを行った歩行開始後未治療の股

関節完全脱臼 38 例 43 股の 6 歳までの臼蓋形成について検討した。臼蓋形成の予測因子を

評価するために、6 歳時の acetabular index（AI）35かつ centre-edge angle（CE-A）5

を良好群として検討した。 

AI は術後経時的に改善していた。骨頭核横径は術後 1 年で健側と同等になり、その後 CE-

A が改善していた。良好群と不良群とを比較検討すると、術後 1 年時の CE-A がその後の

臼蓋形成に関係しており、カットオフ値は–2であった。 

本研究結果から術後 1 年で骨頭径が健側と同等になることにより関節適合性が改善し、

臼蓋形成が促進されることが推察された。術後 1 年時の CE-A がその後の臼蓋形成を予測

する因子であると考えられた。 
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